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◎町ホームページから、議会だよりが閲覧できます。

表紙の説明

https://www.town.yamanobe.yamagata.jp/

ニット議会開催ニット議会開催
  議員と町幹部職員が町特産のニットを着用し、和やかな雰囲気の中、熱い議論を交わしました。

～お気に入りのニットで、町をPR～

第４回定例会
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
は
「
ニ
ッ
ト
議

会
」。
色
彩
豊
か
な
ニ
ッ
ト
に
身

を
包
ん
だ
町
幹
部
職
員
や
議
員
で

華
や
か
さ
が
漂
う
中
で
、
ホ
ッ
ト

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
も
多
く
、

地
場
産
業
の
ニ
ッ
ト
を
大
い
に
Ｐ

Ｒ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

初
め
て
全
議
員
の
今
年
の
抱
負
を

載
せ
ま
し
た
。
皆
、
輝
か
し
い
未

来
を
創
る
た
め
、
行
動
し
て
い
く

決
意
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
「
見
え
る
」
議
会
だ
よ

り
と
な
る
よ
う
編
集
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
意

見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

村
山
　
幸
一

記

　
山
辺
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
伺
っ

て
き
ま
し
た
。

　「
き
よ
し
こ
の
夜
」
を
全
員
で

歌
っ
て
始
ま
り
、
そ
し
て
ケ
ー
キ

を
食
べ
な
が
ら
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
は
み
ん
な
ニ
ッ
コ
リ
と
て

も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
そ
の
あ
と
は
参
加
者
全
員
で
音

楽
に
合
わ
せ
て
自
由
に
お
ど
り
ま

す
。
思
い
思
い
に
踊
る
み
ん
な
の

笑
顔
は
太
陽
の
よ
う
で
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん

　
　あ
り
が
と
う
！
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写真／山辺町手をつなぐ育成会の
クリスマスパーティー（関連記事 12ページ）
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山辺町議会
ホームページは
こちら
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新年のごあいさつ・抱負　新しい年を迎えて

定例会　 一般会計補正予算の内容は

一般質問 　町政のここはどうする？

議会活動報告　新しい町への挑戦

新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負新年のごあいさつ・抱負　新しい年を迎えて新年のごあいさつ・抱負　新しい年を迎えて新年のごあいさつ・抱負　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて　新しい年を迎えて

定例会定例会定例会　 一般会計補正予算の内容は定例会　 一般会計補正予算の内容は定例会　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は　 一般会計補正予算の内容は

一般質問一般質問一般質問一般質問 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？ 　町政のここはどうする？

議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告　新しい町への挑戦議会活動報告　新しい町への挑戦議会活動報告　新しい町への挑戦　新しい町への挑戦　新しい町への挑戦　新しい町への挑戦　新しい町への挑戦　新しい町への挑戦　新しい町への挑戦　新しい町への挑戦

新年のごあいさつ・抱負　新しい年を迎えて

定例会　 一般会計補正予算の内容は

一般質問 　町政のここはどうする？

議会活動報告　新しい町への挑戦
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日野　一春渡邉　裕二

鈴木　誠也武田啓一郎

村山　幸一遠藤真由美

三浦　正好鍋倉　竹志

佐藤　利和神保　　稔

竹俣　　朋樋口　和男

（所属委員会等）
厚生産業常任委員会 委員

（所属委員会等）
副議長
厚生産業常任委員会 委員
広報常任委員会 委員
議会運営委員会 委員

（所属委員会等）
総務文教常任委員会 委員
広報常任委員会 委員

（所属委員会等）
総務文教常任委員会 副委員長
議会運営委員会 委員長

（所属委員会等）
厚生産業常任委員会 委員
広報常任委員会 副委員長

（所属委員会等）
総務文教常任委員会 委員
広報常任委員会 委員

（所属委員会等）
総務文教常任委員会 委員

（所属委員会等）
厚生産業常任委員会 委員長
議会運営委員会 委員

（所属委員会等）
総務文教常任委員会 委員長
広報常任委員会 委員
議会運営委員会 委員

（所属委員会等）
議長
総務文教常任委員会 委員

（所属委員会等）
厚生産業常任委員会 委員
広報常任委員会 委員長
議会運営委員会 委員

（所属委員会等）
厚生産業常任委員会 副委員長
議会運営委員会 副委員長

私
は
日
本
共
産
党
の
新
人
議
員

で
す
。
こ
れ
ま
で
２
回
の
本
会

議
で
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
質
問
が
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
そ
し
て
新
た
な
４
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。全
て
の
人
に
や
さ
し
い
町
、

安
全
安
心
で
暮
ら
せ
る
町
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
に
幸
あ
り

ま
す
よ
う
に
!!

今
年
は
、
有
言
実
行
、
知
行
合
一

で
頑
張
り
ま
す
。

『
み
ん
な
の
声
を　

大
切
に
』

を
信
条
に
、４
期
目
。
さ
ら
に
、

住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り
、
互

近
助
パ
ワ
ー
づ
く
り
、
地
域
活

性
化
を
目
指
し
、奔
走
し
ま
す
。

地
域
を
元
気
に
！

誰
も
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生

活
で
き
る
持
続
可
能
な
安
心
社

会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
地
域

と
と
も
に
未
来
を
ひ
ら
い
て
い

き
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
生
き
が
い
と
居
場

所
が
持
て
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

街
の
幸
福
度
・
住
み
続
け
た
い

町
県
内
３
位
の
山
辺
町
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
額
目
指
し
て
町

民
の
要
望
を
少
し
で
も
多
く
実

現
し
移
住
定
住
の
促
進
を
目
指

す
。

鍋
倉
竹
志
が
、
新
年
を
迎
え
議

会
活
動
で
目
指
す
こ
と
！

「
町
民
が
誇
れ
る
や
ま
の
べ
」

の
実
現

「
町
民
の
目
線
、
町
民
の
生
活
」

が
起
点

農
業
、
商
工
業
、
文
化
の
発
展

に
取
り
組
み
、
ま
ち
の
課
題
を

積
極
的
に
町
政
へ
。
住
民
の
皆

さ
ま
と
行
政
の
架
け
橋
に
な
る

こ
と
が
私
の
唯
一
の
使
命
で
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
自

然
災
害
な
ど
山
積
す
る
課
題

に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
安
心
・
安
全
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

Happy New Year.

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
と
言
葉
に

で
き
な
い
思
い
を
、
耳
と
心
で

し
っ
か
り
と
聴
い
て
、
住
み
た

い
町
、
住
み
続
け
た
い
町
に
し

て
い
き
ま
す
。

気
候
異
変
や
地
域
紛
争
、
デ
フ

レ
下
の
異
常
な
物
価
高
な
ど
予

期
せ
ぬ
事
の
多
い
昨
今
、
今
年

こ
そ
明
る
い
話
題
の
多
い
年
に

し
た
い
。

今年の抱負

今年の抱負

今年の抱負

今年の抱負

今年の抱負

今年の抱負

今年の抱負

今年の抱負

今年の抱負今年の抱負

今年の抱負

新年のごあいさつと抱負
2024年 あけましておめでとうございます

～今年もよりよい町づくりに向けて 頑張ります！～

　令和５年８月の町議会議員選挙にて新しい議会体制となり、
初めての新年を迎えました。議員一人ひとりから、新年の挨拶
と今年の抱負を述べさせていただきます。
　開かれた議会をめざして日々邁進してまいりますので、本年
もどうぞよろしくお願いいたします。

今年の抱負
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条
例
の
制
定

〇
山
辺
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
人
事
院
お
よ
び
山
形
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
を
民
間
と
の

格
差
を
な
く
す
た
め
改
定
す
る

も
の
で
す

〇
山
辺
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る

た
め
、
出
産
、
ま
た
出
産
予
定

者
の
保
険
税
を
、
届
け
出
に
よ

り
減
額
す
る
も
の
で
す

定例会
12月６日～８日

令和５年度一般会計補正予算令和５年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ ４億1586万２000円を追加し、歳入歳出それぞれ ４億1586万２000円を追加し、
　総額66億8638万6000円に！総額66億8638万6000円に！

い
つで

もニット ニット議会

町
道
路
線
の
認
定

〇
開
発
行
為
に
よ
り
宅
地
開

発
さ
れ
た
、
境
ノ
目
地
内

と
上
野
地
内
の
道
路
を
生

活
に
密
接
す
る
路
線
と
し

て
認
定

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
条
例
の
一
部
改
正
２
議
案
と
、
町
道
路
線
の
認
定
２
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議

議
案
審
議

誰ひとりとり残さない誰ひとりとり残さない
      まちづくりのために      まちづくりのために

ふるさと応援事業（実績見込みによる）
　代理納付システム取扱手数料に……………………………………………… 206万円の増
　ふるさと納税事業支援サービス委託料に…………………………… １億818万円の増
　ふるさと応援基金積立金に……………………………………………１億8000万円の増
住民基本台帳事務事業
　マイナンバーカード氏名のローマ字表記へのシステム改修に…………… 465万円の増
教育・保育施設給付事業（年度途中で転入されたお子さんの増による）
　広域入所委託に………………………………………………………………… 190万円の増
後期高齢者健康診査事業（実績見込みによる）
　健康診査にかかる委託に……………………………………………………… 205万円の増
西黒森・楢実沢・摂待飲雑用水供給施設事業
　漏水対策修繕などに…………………………………………………………… 108万円の増
畜産振興対策事業
　畜舎省エネ設備導入支援に…………………………………………………… 157万円の増
道路・橋梁総務事業（県建設事業の町負担金として）
　地方主要道山形朝日線の大寺北垣地内側溝整備に………………………… 100万円の増
除雪事業
　道路除雪業務委託に………………………………………………………… 5000万円の増
常備消防活動事業
　消防事務委託に（前年度決算の精算および調整による） ……………… 1360万円の増

一般会計の主な補正予算

請願２号

請願３号

請 願 名 「健康保険証廃止の中止を求める意見書」の提出に関する請願
請 願 者 山辺町革新懇話会（準備会）　峯田　博
趣 旨 廃止後は本人の申請により 1 年間有効の資格確認書を提供との方針だが、申請が難しい

方などが毎年手続きする負担と、迅速な発行を求められる役場の事務負担も相当なもの
になる。

紹 介 議 員 日野　一春 結 　 果 不採択

請 願 名 健康保険証を廃止せず存続を求める意見書提出を求める請願書
請 願 者 山形県社会保障推進協議会　会長　高木　紘一
趣 旨 マイナンバー保険証については他人の情報がひもづけられるなどのトラブルが明らかに

なっている。災害・停電等のシステム障害の際は保険診療そのものができなくなる可能
性もある。

紹 介 議 員 日野　一春 結 　 果 不採択

快適な環境ですくすく育て老朽管の漏水修繕

議 会 用 語
これって
　なぁに

？

議
ぎ
案
あん

　町民サービスを行うた
めには、町議会での議決
が必要です。その議会の
議決を求めるために、町
長や議員などが議会に提
案する案件のことをいい
ます。

議
ぎ
案
あん
審
しん
議
ぎ

　議案について、説明
を聞き、質疑し、討論
をし、表決するという
一連の流れをいいます。

請
せい
願
がん

　日本国憲法（第16条）に規定された
国民の権利の中の一つです。国または地
方公共団体の機関に対して、文書にて意
見や希望を表明することをいいます。地
方議会へ請願する場合は、（地方自治法
第124条により）１名以上の議員の紹介
が必要となります。

不採択理由： マイナンバー法等が一部改正され、健康保険証との一本化が行われることが法律ですでに定められているため。また、
健康保険証が廃止となっても、本人の求めに応じ必要な保険診療が受けられる「資格確認書」が提供されるため。

不採択理由： マイナンバー法等が一部改正され、健康保険証との一本化が行われることが法律ですでに定められているため。また、
健康保険証が廃止となっても、本人の求めに応じ必要な保険診療が受けられる「資格確認書」が提供されるため。
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12月の定例議会では、７名の議員が一般質問を行いました。

質問

近
年
多
発
す
る
自
然

災
害
に
よ
る
農
作
物

被
害
に
、
農
業
を
継
続
さ

せ
る
た
め
の
支
援
は
。

答弁

災
害
時
に
は
山
形
県

と
連
携
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
る
た

め
の
収
入
保
険
に
新
規
加

入
時
の
保
険
料
を
補
助
す

る
「
収
入
保
険
新
規
加
入

奨
励
事
業
」、そ
の
他
「
農

業
経
営
基
盤
強
化
資
金
利

子
補
給
事
業
」「
果
樹
園

優
良
品
種
導
入
事
業
」
な

ど
、
多
く
の
支
援
を
実
施

し
て
き
た
。

　
ま
た
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ

ラ
ン
ド
力
継
続
支
援
事

業
」
を
令
和
４
、５
年
の

２
年
間
補
助
し
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
修
繕
や
電
動
剪
定

ハ
サ
ミ
な
ど
の
省
力
化
へ

の
補
助
を
し
、
10
件
の
支

援
を
行
っ
た
。

質問

収
入
保
険
の
加
入
率

が
少
な
い
よ
う
だ
が
、

保
険
料
が
高
い
の
か
。

答弁

収
入
が
５
０
０
万
円

で
保
険
料
が
４
万

２
千
４
４
４
円
、
積
立
金

が
11
万
２
千
５
０
０
円
。

積
立
金
は
補
て
ん
に
使
わ

れ
な
い
限
り
持
ち
越
さ
れ

る
が
、
こ
れ
が
高
い
と
思

わ
れ
る
の
で
は
と
考
え
る
。

質問

収
入
保
険
の
補
助
は

令
和
４
年
度
の
み
の

助
成
だ
っ
た
が
今
後
は
。

答弁

ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

質問
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ラ

ン
ド
力
継
続
支
援
事

業
」は
２
年
間
の
み
だ
が
、

今
後
サ
ク
ラ
ン
ボ
以
外
の

果
物
へ
の
支
援
は
。

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問

答弁

農
家
の
方
々
か
ら
意

見
を
聞
き
な
が
ら
精

査
し
検
討
し
て
い
く
。

質問

た
く
さ
ん
の
地
域
で

山
辺
の
お
い
し
い
果

物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
、

災
害
に
負
け
な
い
お
い
し

い
山
辺
の
農
作
物
を
作
り

続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
で
き
る
だ
け
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
が
、
町

長
の
考
え
は
。

答弁

農
工
商
す
べ
て
の
方

が
、
い
つ
ま
で
も
頑

張
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
い
た

だ
く
た
め
に
支
援
を
し
て

い
く
。
災
害
に
強
い
町
へ

の
取
り
組
み
も
考
え
て
い

く
。
期
待
し
て
ほ
し
い
。

町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

※ 一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。渡邉　裕二　　　　　　　　近年多発する自然災害における

　　　　　　　　　　　　　農業者への支援策は
元気な農業

村山　幸一　　　　　　　　町ぐるみで健康づくりを推進する事業展開は健康づくり

樋口　和男　　　　　　　　山形県文化財指定「巡見使の宿」の行方は文化財保護

鈴木　誠也　　　　　　　　①更なる温泉客の利用拡大は 町民に温かいプレゼントを
　 　　　　　　　　　　　　 ②町の宝、重要文化財の維持管理と保全は

町の宝

三浦　正好　　　　　　　　地元商工業に応援を町の活性化

佐藤　利和　　　　　　　　まちの企業誘致及び新広域斎場
　　　　　　　　　　　　　整備基本構想の取り組みは

未来の
まちづくり

日野　一春　　　　　　　　教職員の働き方改革と、対策。
　　　　　　　　　　　　　当町の教育委員会の役割と職務権限について

先生を
応援します

定例会のお知らせ

次回の定例会は２月下旬開会予定です。
傍聴については、町ホームページをご覧
ください。
電話023-667-1117（議会事務局）

元気な
農業

自
然
災
害
に
お
け
る

農
業
者
へ
の
支
援
策
は

（
町
長
）
よ
り
良
い
支
援
を
検
討
し

て
い
く

渡邉　裕二

目指せ品質日本一

質問

旧
吉
田
家
住
宅
「
巡

見
使
の
宿
」
の
解
体

し
た
部
材
の
損
傷
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
原
因
は
。

ま
た
部
材
の
調
査
は
い
つ

行
っ
た
の
か
。

答弁

損
傷
原
因
は
、
紫
外

線
や
湿
度
な
ど
に
よ

る
も
の
で
、
調
査
は
県
文

化
財
保
護
指
導
員
に
よ
る

複
数
回
の
部
材
確
認
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

利
用
出
来
る
部
材
は
２
~

３
割
程
度
と
指
導
い
た
だ

い
て
い
る
。

質問

旧
吉
田
家
住
宅
を
解

体
後
23
年
ほ
ど
経
過

し
、
こ
れ
ま
で
３
名
で
４

回
の
一
般
質
問
を
行
っ
て

お
り
、「
指
定
の
取
り
下

げ
に
向
け
て
、
県
と
協
議

を
進
め
て
い
く
」
と
答
弁

を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
を
要
約
す
る

質問

企
業
立
地
の
現
状
は
。

答弁

ま
ち
の
企
業
立
地
の

現
状
は
、
大
型
ス
ー

パ
ー
や
薬
局
の
出
店
、
日

常
生
活
に
必
要
な
施
設
の

立
地
が
一
応
の
落
ち
着
き

を
み
せ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。　
　
　

　

県
都
に
接
し
て
お
り
、

高
速
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、

好
立
地
の
た
め
に
企
業
か

ら
の
引
き
合
い
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
は
あ
る
が
、

土
地
利
用
関
係
法
令
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ

る
こ
と
か
ら
大
規
模
な
商

業
・
工
業
施
設
の
受
け
入

れ
は
難
し
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

質問

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

町
民
に
と
っ
て
の
雇

用
の
確
保
、
お
よ
び
町
の

と
次
の
３
つ
を
あ
げ
ら
れ

る
。

一
、
事
業
費
１
億
１
千
万

円
の
う
ち
県
よ
り
２
分

の
１
の
補
助
を
要
請
し

た
が
、
５
０
０
万
円
の

提
示
で
残
り
は
町
の
辺

地
債
で
賄
う
よ
う
求
め

ら
れ
る
。

二
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
声

と
し
て
、
辺
地
債
で
は

道
路
整
備
を
優
先
す
べ

き
と
す
る
意
見
が
大
勢

で
復
元
工
事
を
見
送
っ

た
経
緯
が
あ
る
。

三
、
解
体
し
た
部
材
の
損

傷
が
激
し
く
、
不
足
し

て
い
る
材
料
の
調
達
が

困
難
で
あ
り
、
復
元
工

事
は
困
難
で
は
な
い
か

と
県
の
保
護
指
導
員
よ

り
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

県
指
定
文
化
財
で
建
造

物
の
解
除
は
、「
よ
ほ
ど
」

の
理
由
の
な
い
限
り
、
つ

税
の
増
収
と
い
う
側
面
か

ら
は
ど
う
か
。

答弁

企
業
誘
致
は
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
や
地

域
経
済
の
活
性
化
、
税
収

の
面
で
は
法
人
町
民
税
、

固
定
資
産
税
の
増
収
、
人

口
増
加
な
ど
町
勢
伸
展
に

結
び
付
く
大
事
な
施
策
と

捉
え
て
い
る
。
企
業
誘
致

は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
も
大
き
な
役

文化財
保護

未来の
まちづくり

山
形
県
文
化
財
指
定

﹁
巡
見
使
の
宿
﹂の
行
方
は

企
業
誘
致
と
新
斎
場
の

ま
ち
の
取
り
組
み
は

（
町
長
）
持
続
可
能
な
文
化
財
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く

樋口　和男

（
町
長
）
企
業
誘
致
は
県
、
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
、
新
斎
場
は
広

域
連
携
で
整
備
に
取
り
組
む

佐藤　利和

ま
り
、
文
化
財
の
価
値
を

失
っ
た
場
合
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
吉
田
家
住
宅
は

「
よ
ほ
ど
」
の
理
由
に
該

当
す
る
の
か
。

答弁

県
の
文
化
財
保
護
条

例
第
５
条
に
「
文
化

財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ

た
場
合
、
そ
の
他
特
殊
の

事
由
が
あ
る
時
は
解
除
で

き
る
」
と
あ
る
。

　
今
回
の
損
傷
の
場
合
は
、

「
特
殊
の
事
由
に
該
当
」

は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
引
き
続
き
県
と
協
議

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
文

化
財
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

割
を
果
た
す
も
の
と
考
え

て
い
る
た
め
、
課
題
を
解

決
し
な
が
ら
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

質問

新
広
域
斎
場
整
備
基

本
構
想
の
現
段
階
で

の
町
長
の
考
え
は
。

答弁

令
和
４
年
の
は
じ
め

に
山
形
市
、
上
山
市

お
よ
び
山
辺
町
の
２
市
１

町
で
検
討
す
る
こ
と
に
合

意
し
、
基
本
構
想
の
完
成

に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て

い
る
。基
本
構
想
完
成
後
、

内
容
を
精
査
し
、
広
域
で

の
新
斎
場
整
備
の
判
断
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

あらたな企業をわがまちに

平成12年12月解体された旧吉田家住宅の跡地
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質問

昨
年
、
教
員
の
過
労

死
裁
判
の
報
道
。１
、

富
山
県
市
立
中
教
員
40
代

が
く
も
膜
下
出
血
で
死
亡
。

遺
族
は
過
労
死
で
あ
る
と

提
訴
。
富
山
地
裁
は
県
と

市
に
計
８
３
０
０
万
円
の

賠
償
を
命
じ
控
訴
せ
ず
確

定
。
２
、
福
井
県
町
立
中

の
新
任
教
員
20
代
が
自
死
。

遺
族
は
過
労
死
で
あ
る
と

提
訴
。
福
井
地
裁
は
県
と

町
に
計
６
５
０
0
万
円
の

賠
償
を
命
じ
控
訴
せ
ず
確

定
。
教
育
評
論
家
は
「
一

番
の
原
因
は
公
立
学
校
の

教
員
に
残
業
代
が
出
な
い

給
与
特
別
措
置
法
が
あ
る

た
め
で
抜
本
的
に
改
め
る

必
要
が
あ
る
」
し
か
し
国

の
改
革
の
動
き
が
鈍
い
の

で
お
伺
い
す
る
。

　

県
が
人
事
を
つ
か
さ
ど

る
が
、
教
員
の
働
き
方
に

町
の
教
育
委
員
会
が
で
き

る
役
割
と
権
限
・
裁
量
は
。

質問

利
用
増
加
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
基
金
で
住
民
に
温
か
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答弁

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
基
金
を
「
利
用
料

金
の
割
引
」
や
「
回
数
券

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
へ
活
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

質問

指
定
管
理
者
と
の
コ

ラ
ボ
で
創
設
40
周
年
、

一
千
万
人
来
客
な
ど
盛
大

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

住
民
の
利
用
増
加
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

答弁

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
企
画
な
ど

を
実
施
し
、
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
町
と
し
て
も
連
携
、
協

議
し
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
。

質問

飲
食
や
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
は
、
町
民
が
で
き

る
だ
け
町
内
で
購
買
す
る

だ
け
で
地
元
企
業
の
応
援

に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答弁

町
民
消
費
を
喚
起
し
、

町
外
流
出
を
防
ぎ
、

地
元
事
業
者
の
活
性
化
を

図
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
発
行
事
業
」
を
実

施
し
、
令
和
２
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
ま
で
総
額
約

６
億
円
が
町
内
事
業
者
に

還
元
さ
れ
て
い
る
。

　
「
や
ま
の
べ
・
ま
る
ご

と
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
は
、
地
元
で
の
さ
ら
な

る
販
売
促
進
に
寄
与
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。

質問

元
気
応
援
や
ま
の
べ

券
で
地
域
店
舗
券
だ

け
で
も
５
０
０
円
券
が
あ

る
と
使
い
や
す
く
な
る
が

ど
う
か
。

質問
「
検
診
世
帯
調
査
票
」

の
取
り
ま
と
め
を
、

地
区
委
員
の
配
布
・
回
収

か
ら
、個
別
世
帯
へ
郵
送
・

個
別
返
信
に
変
わ
る
こ
と

で
、
回
収
率
、
検
診
率
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

答弁

未
回
収
世
帯
へ
の
対

応
は
、
主
に
広
報
紙

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
て
健
診
啓
発
と

受
診
勧
奨
し
て
い
く
。

質問
「
輝
ら
り
や
ま
の
べ

健
康
プ
ラ
ン
21
」
の

次
期
計
画
策
定
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
と
対
策

は
。

答弁

現
プ
ラ
ン
は
令
和
６

年
度
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
最
新
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
事
業
展
開
で
き
る
よ

答弁

町
教
育
委
員
会
は
教

職
員
の
服
務
を
監
督

す
る
と
規
定
。
昨
年
４
月

に
町
立
学
校
の
教
育
職
員

の
業
務
量
の
適
切
な
管
理

等
に
関
す
る
規
則
を
定
め
、

業
務
量
の
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

質問

学
校
長
の
役
割
と
権

限
・
裁
量
は
。

答弁

学
校
長
の
職
務

は
人
事
管
理
な

ど
学
校
運
営
に
関
す

る
一
切
の
事
項
を
処

理
す
る
。
長
時
間
労

働
者
に
対
す
る
面
接

指
導
、
毎
月
の
時
間

外
在
校
時
間
を
適
切

に
把
握
し
、
適
宜
指

導
や
助
言
を
行
っ
て

い
る
。

質問

私
が
所
属
す
る

政
党
機
関
紙
新

町
の
重
要
な
文
化
財
の
環

境
整
備
を

質問

文
化
財
の
全
体
的
な

調
査
総
点
検
と
展
示

物
、
埋
蔵
文
化
財
の
環
境

整
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

答弁

専
門
家

に
よ
る

意
見
を
聞
き

な
が
ら
環
境

整
備
に
努
め

て
い
く
。

質問

安
達
峰

一
郎
博

士
の
生
家
に

つ
い
て
は
、

早
期
に
将
来

的
な
対
策
を

立
て
る
べ
き

で
は
。

答弁

生
家
の

将
来
的

答弁

令
和
２
年
に
実
施
し

た
際
に
、
店
舗
側
か

ら
換
金
の
効
率
が
悪
く
、

負
担
と
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
券
の
利
用
率
が
伸

び
な
か
っ
た
結
果
が
あ

る
。

質問

や
ま
の
べ
・
ま
る
ご

と
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
春
と
秋
の
年
２
回
開

催
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

る
か
。

答弁

開
催
回
数
は
、
実
行

委
員
会
で
協
議
・
検

討
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

質問

年
度
中
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

土
木
建
設
業
の
入

札
を
４
月
か
５
月

に
発
注
す
る
だ
け

で
、
土
木
建
設
業

の
応
援
に
な
る
の

で
は
。

う
策
定
を
進
め
る
。

質問

令
和
４
年
２
月
に
明

治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
と
「
健
康
増
進
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
い
る
が
、
そ
の
協
定
を

ど
う
生
か
そ
う
と
し
て
い

る
か
。

答弁

町
主
催

の
イ
ベ

ン
ト
や
各
種

事
業
で
活
用

し
、
健
康
に

つ
い
て
考
え

る
機
会
を
提

供
し
て
い
き

た
い
。

質問

健
康
づ

く
り
の

拠
点
で
あ
る

町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
て
、

聞
の
２
０
１
６
年
調
査
で

は
公
立
学
校
の
タ
イ
ム

カ
ー
ド
導
入
率
は
６・１
％
。

当
町
各
学
校
の
勤
務
時
間

管
理
の
状
況
と
、
こ
れ
か

ら
の
対
応
は
。

答弁

令
和
２
年
度
か
ら
各

学
校
に
お
け
る
教
職

員
の
勤
務
時
間
を
客
観
的

に
把
握
す
る
管
理
機
器
を

導
入
し
て
い
る
。
毎
月
、

各
学
校
へ
「
時
間
外
在
校

等
時
間
月
例
調
査
」
を
行

い
勤
務
状
況
を
把
握
し
て

い
る
。
教
職
員
の
過
重
労

働
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
。

な
整
備
方
針
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。

質問

生
家
の
定
期
的
な
館

内
清
掃
を
し
て
は
ど

う
か
。

答弁

山
辺
北
部
公
民
館
運

営
協
議
会
と
協
力
し

な
が
ら
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
。

答弁

４
月
か
ら
５
月
で
の

発
注
に
つ
い
て
は
、

公
共
工
事
の
施
工
時
期
が

平
準
化
な
る
よ
う
に
と
の

国
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
、

新
年
度
に
入
る
と
各
工
事

担
当
課
で
速
や
か
に
工
事

発
注
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
早
期
の
工
事

発
注
に
よ
り
公
共
工
事
の

平
準
化
を
図
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
く
。

質問

地
場
産
業
の
発
展
擁

護
の
観
点
か
ら
、
２

件
に
１
件
、
３
件
に
１
件

は
、
地
元
本
社
だ
け
の
入

札
は
、
で
き
な
い
の
か
。

答弁

入
札
に
つ
い
て
は
、

き
ち
ん
と
法
令
に

則
っ
て
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
地
元
企
業
を
応
援
す
る

こ
と
は
、
町
と
し
て
考
え

て
い
る
。

町
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り

事
業
を
展
開
で
き
な
い

か
。

答弁

町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
健
康
運

動
指
導
士
に
よ
る
「
輝
ら

り
や
ま
の
べ
健
康
教
室
」

を
開
催
し
て
い
る
。
今
後

も
、
町
で
展
開
し
て
い
る

事
業
の
情
報
発
信
と
と
も

に
、
他
市
町
村
の
関
連
事

業
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
町
ぐ
る
み
で
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

先生を
応援します

教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
、

�

対
策
は

（
町
長
）
重
労
働
を
防
ぐ
取
り
組
み

を
推
進
す
る

日野　一春

町の宝

や
ま
の
べ
温
泉
の
利
用
増
加
は

（
町
長
）
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

鈴木　誠也

町の
活性化

地
元
商
工
業
に
応
援
を

（
町
長
）
商
工
会
な
ど
と
連
携
を
深

め
取
り
組
ん
で
い
く

三浦　正好

健康
づくり

町
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
を

�

推
進
す
る
事
業
展
開
は

（
町
長
）
健
康
で
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

村山　幸一
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令
和
５
年
度
村
山
地
方
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
、

大
江
町
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
12
月
20
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﹃
一
般
質
問
本
番
の
取
り
組
み
方
﹄
と
題
し
、
日
本
公
共
経
営

研
究
所
代
表
の
宮
本
正
一
氏
よ
り
地
方
議
員
本
来
の
仕
事
や
、

決
算
書
の
見
方
、
質
問
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

質
問
づ
く
り
の
基
礎
は

・
質
問
と
は
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明
を

求
め
る
も
の

・
課
題
を
追
求
す
る
質
問
が
最
も
大
事

・
町
民
相
談
／
興
味
の
あ
る
課
題
を
選
択

・
興
味
の
あ
る
所
か
ら
は
じ
め
て
、
す
そ
野
を
広
げ
て
い
く

・
関
係
法
な
ど
を
熟
読
し
、
関
係
者
な
ど
に
面
談
し
、
関
係
課

と
協
議
す
る

・
法
律
を
学
べ
ば
で
き
る
こ
と
が
あ
る　
　
な
ど

　
質
問
の
効
果
は
、
た
だ
単
に
執
行
機
関
の
所
信
・
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
た
だ
す
こ
と
に

よ
っ
て
執
行
機
関
の
政
治
姿
勢
・
政
治
責
任
を
明
ら
か
に
さ
せ

る
。
結
果
と
し
て
、
現
行
の
政
策
を
変
更
是
正
、
新
規
政
策
採

用
な
ど
の
効
果
を
得
る
と
い
う
こ
と
。

　
短
い
質
問
で
分
か
り
や
す
く
、
中

身
が
明
確
な
ほ
う
が
良
い
。
Ａ※

Ｉ
に

で
き
な
い
、
心
︵
愛
︶
の
あ
る
質
問

を
す
る
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

※
Ａ
Ｉ
と
は
⋮A

rtifi cial Intelligence

︵
人
口
知
能
︶
の
略
称
。
人
間
の
よ
う
に

知
的
な
処
理
能
力
を
持
つ
情
報
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
。

　
商
工
会
役
員
と
議
員
と
の
懇
談
会
が

商
工
会
館
に
て
12
月
14
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
で
も
商
工
業
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ
グ
ル
ー
プ

・
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

・
ア
パ
ー
ト
が
少
な
く
、
宿
泊
施
設
も

な
い
。

・
後
継
者
不
足
は
一
番
の
悩
み
。
人
材

育
成
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
市
街
化
調
整
区
域
の
問
題
で
宅
地
に

で
き
な
い
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
期
待
を
も
ち

た
い
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ

・
原
材
料
高
騰
で
経
営
悪
化
が
進
ん
で

い
る
。

・
若
い
人
の
意
見
や
発
想
を
生
か
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
環
境
を
作
っ
て
ほ

し
い
。

・
賃
上
げ
も
大
変
厳
し
い
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ

・
地
場
産
業
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

Ｐ
Ｒ
が
必
要
。

・
山
辺
駅
新
駅
舎
で
駅
前
の
活
性
化
を

図
っ
て
は
。

・
来
年
日
立
市
と
の
20
周
年
を
迎
え
る

節
目
と
し
て
、
交
流
を
も
っ
と
図
っ

て
は
。

・
公
共
事
業
が
少
な
い
。

・
も
っ
と
経
済
人
と
議
員
の
交
流
を
。

Ｄ
グ
ル
ー
プ

・
町
に
は
未
来
の
母
親
が
２
３
０
０
人
、

も
っ
と
増
や
し
た
い
。

・
人
手
不
足
、求
人
し
て
も
応
募
が
な
い
。

・
昼
間
人
口
が
少
な
い
。

・
中
小
企
業
を
守
る
た
め
の
条
例
を
制

定
し
て
ほ
し
い
。

　
中
山
町
・
山
辺
町
両
町
議
会
議
員
協
議
会
が
12
月
15
日
、
ひ
ま

わ
り
温
泉
「
ゆ
・
ら
・
ら
」︵
中
山
町
︶
で
開
催
さ
れ
、
両
町
に

ま
た
が
る
河
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨
な
ど
、

全
国
各
地
で
水
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
当
町
で
も
大
雨
の
た
び

に
浸
水
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
形
河
川
国
道
事

務
所
の
今
野
浩
一
流
域
治
水
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
国
土
交
通
省

が
進
め
て
い
る
治
水
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。　

　
講
演
で
は
、
中
山
町
の
市
街
化
区
域
を
流
れ
て
い
る
石
子
沢
川

流
域
を
「
特
定
都
市
河
川
」
に
指
定
し
、
治
水
安
全
度
を
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
河
川
改
修
・
排
水

機
場
の
整
備
、
ま
た
雨
水
貯
留
施
設
、
貯
留
機
能
保
全
区
域
の
指

定
な
ど
、
協
議
会
を
設
置
し
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
と
し
、
令

和
６
年
３
月
の
指
定
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
住
民
も
災
害
時
に
取
る
べ
き
避
難
行
動
を
あ
ら
か
じ
め

計
画
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
と
、
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
住
民
も

積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
議
員
か
ら
は
、
防
災
士

の
普
及
も
必
要
だ
と
の
意
見
も
だ

さ
れ
、
ま
た
、
同
席
し
て
い
た
だ
い

た
山
形
県
議
会
鈴
木
学
議
員
か
ら

は
、「
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
、
安
心
安
全
な
社
会
の
実
現
に
む

け
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
の
決
意
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
議
会
と
し
て

も
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
、
町
当
局
と
と
も
に
積
極
的

に
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新しい町への挑戦
　

朝
日
・
山
辺
両
町
議
会
議
員
協
議
会

が
朝
日
町
役
場
に
お
い
て
、
11
月
13
日

に
寒
河
江
・
西
村
山
郡
区
と
東
村
山
郡

区
の
県
議
４
名
に
も
同
席
い
た
だ
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
研
修
で
は
、
２
０
２
２
年

に
新
し
く
稼
働
し
た
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村

山
広
域
多
目
的
選
果
施
設
を
訪
れ
、
セ

ン
タ
ー
長
の
豊
永
氏
よ
り
、
管
内
１
市

４
町
の
り
ん
ご
を
集
荷
で
き
る
広
域
多

目
的
選
果
施
設
に
な
っ
た
こ
と
、
選
果

処
理
速
度
が
速
く
全
自
動
で
箱
詰
め
ま

で
行
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
東
南
ア
ジ

ア
に
３
０
０
ト
ン
近
い
リ
ン
ゴ
を
輸
出

で
き
る
能
力
が
あ
る
こ
と
な
ど
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
両
町
の
課
題
に
つ
い

て
報
告
な
ら
び
に
協
議
が
行
わ
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

県
道
山
形
山
辺
線
の
整
備
に
つ
い
て
は

大
蕨
下
原
間
、
下
原
畑
谷
間
の
改
良
工

事
を
引
き
続
き
県
の
方
に
要
望
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
で
の
被
害
や
防
除
対
策
の
報

告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
支
援
が

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ

シ
シ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
金
額
は
、
両
町
で
そ
れ
ぞ
れ
令
和

４
年
度
に
お
い
て
１
０
０
万
円
を
超
し

て
お
り
、
さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
具
体
的

に
は
、
電
気
柵
の
設
置
、
新
規
狩
猟
免

許
取
得
支
援
、
担
い
手
確
保
支
援
な
ど

を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
解
体
費
用

に
対
す
る
補
助
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
運

営
状
況
、
お
よ
び
改
修
支
援
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
両
町
と
も
空
き
家
が

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
ま
た
何
年
放

置
さ
れ
て
い
る
の
か
、
危
険
な
物
件

が
な
い
の
か
な
ど
の
実
数
を
把
握
し
て
、

引
き
続
き
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
の
認
識
で
し
た
。

　
両
町
と
も

共
通
の
課
題

が
多
く
、
協

議
会
を
通
し

て
情
報
収
集

に
努
め
、
対

策
と
支
援
の

さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

農
作
物
の
選
果
新
シ
ス
テ
ム
と

環
境
整
備
の
話
し
合
い

商
工
業
を
守
り
な
が
ら

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す

朝
日
・
山
辺
両
町
議
会
議
員
協
議
会

商
工
会
役
員
懇
談
会

新しくなった選果場で説明を受ける

国土交通省から治水対策について学ぶ

講師の軽妙なトークにあふれる笑顔

商工会役員と活発な意見を交わした

町の財産を生かし町の財産を生かし
 うるおうまちづくり うるおうまちづくり

地
域
を
〝
み
ず
〞
か
ら
守
る

最
上
流
域
治
水
に
つ
い
て
学
ぶ

短
い
質
問
で

内
容
を
明
確
に
わ
か
り
や
す
く

中
山
町
・
山
辺
町
両
町
議
会
議
員
協
議
会

村
山
地
方
町
村
議
会
議
長
会
議
員
合
同
研
修
会

イ近 ベ隣 ト町 ン市 報情の
イベント 場　所 期　日 内　容 問合せ

山
形
市
霞城観桜会 霞城公園 令和６年４月上旬～中旬

（桜の開花状況による） 各種桜関連イベント、ライトアップ　等
山形市観光戦略課
回遊推進係
℡023-642-8404
（内線424）

上
山
市

上山市民俗行事
加
カ
勢
セ
鳥
ドリ

上山城～市内
（中心市街地や温泉街
などを練り歩きます）

令和６年２月11日（日・祝）
午前10時～午後３時15分

江戸時代初期から伝わる、ケンダイというミノを
かぶった若者に祝いの水をかけ、五穀豊穣と商売
繁盛、火伏せを祈る上山の冬の風物詩です。
ぜひご覧いただき、勢いよく水をかけてみませんか。

上山市観光物産協会
℡023-672-0839

中
山
町

2024
柏倉九左衛門家
ひなまつり

中山町岡地内
重要文化財旧柏倉家
住宅（九左衛門家）
ほか

令和６年３月16日（土）、
17日（日）、20日（水・祝）
午前10時～午後４時まで
（最終入場  午後３時30分）

柏倉一族の総本家である柏倉九左衛門家のひな人
形を展示します。
また、旧柏倉家住宅の周辺に点在する一族の屋敷
群でも各家に代々伝わるひな人形を飾り付けます。
旧家の見所とともに春を迎えるひなまつりをお愉
しみください。

2024柏倉九左衛門家
ひなまつり実行委員会
事務局
℡023-662-2175

10やまのべ議会だより11 やまのべ議会だより 2024vol.123 2024vol.123


